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ボランティアとは、人の役に立つこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

９月１３日（木）、６年生がボランティア

活動をしている学生さんたちから、「ボラン

ティア」についての話を聞きました。 

ボランティアの７つの種類（集める・伝え

る・守る・作る・手伝う・整える・ふれあう）

３つのポイント（自主性・無償性・社会性）

についての説明や、西日本豪雨災害の際救援

ボランティアとして活動した体験を聞くこと

で、改めてボランティアの大切さを学ぶこと

ができました。

 

ボランティアを始めるきっかけや内容、思

いは人それぞれ違うけれど、みんな「やって

よかった。」と感じておられること。そして

ボランティアは特別なことではなく、身近な

活動もたくさんあることを知りました。 

１１月には、４・５・６年生が学校周辺の

清掃活動を行う予定です。いきいき応援隊の

方や保護者の皆様と一緒に、町や人のために

役立つ活動に取り組みます。 

もう少し大きくなったら、北海道や広島などの県外にも

出て行って、だれかのためにボランティアをしてみたい。 

 

ボランティアって聞いた

ら難しいことだと思ってい

たけど、自分も自然とやっ

ていたことに気付いた。人

のためになることは大変だ

けど、「助かった。」と言

われて達成感が大きいんだ

なと思った。 

子どもたちは、ボランティア等に取り組む大人の姿を見、心からの言葉を聞いて、勤労観を高めています。 

ボランティアに対するイメー

ジが広がった。被害に遭った家

の泥や木を片付けるような体力

がいる仕事ばかりだと思ってい

たけれど、子どもと一緒に遊ぶ

こともボランティアの一つだっ

た。ふれあいならわたしにもで

きるなと思った。 

家を無くした子ども

もいるのに、「家に帰

ったら…。」とうっか

り言ってしまい、傷つ

けてしまったところが

心に残った。言葉をよ

く選ばないといけない

と思った。 


